
□ 葬儀のマナー Ｐ．１ □ 葬儀のマナー Ｐ．２

宗派により仏壇のご本尊、仏具の飾り方、日常の作法が違い、葬儀の際には、宗派
によって焼香のしかた、読経、式次第が違います。

各宗派の焼香のしかた

●真宗大谷派（東本願寺）・・・焼香は２回、お香を頂くことはしない。

●浄土真宗本願寺派（西本願寺）焼香は１回、お香は頂くことはしない。

●臨済宗・・・・・・・・・・・お焼香は1回、お香をおし頂く。

●曹洞宗・・・・・・・・・・・お焼香は1～2回、お香をおし頂く。

●浄土宗・・・・・・・・・・・お香は１回～２回、お香をおし頂く。

●真言宗・・・・・・・・・・・焼香は３回が一般的。

●日蓮宗・・・・・・・・・・・焼香は３回が一般的。

●創価学会・・・・・・・・・・

●天台宗・・・・・・・・・・・仏、法、僧に供える場合は、焼香３回、お香を頂いて薫ずる。
　　　　　　　　　　　　　　　葬儀の場合（新佛）は１回頂いて薫ずる。
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　告別式の会葬に出掛ける時、男性はダブル又はシングルの礼服に黒ネクタイ、黒
靴下黒靴で白のカッターシャツを着用します。また突然で用意の無い時には平服に
黒ネクタイと腕に喪章をつけて会葬します。
　女性は、和装であれば、黒の喪服か、地味な無地の着物に黒の羽織を着用しま
す。洋服であれば、黒のスーツもしくはワンピースなどを着用します。
　お通夜には、地味目な平服でもよいとされています。
　アクセサリー（タイピン、カフスボタン、指輪、ネックレス）等は原則としてつ
けませんが、金製品や金色や目立つ華美なものでなければさしつかえがないとされ
ています。

服装

【正式喪服】

【略式喪服】

天台宗の数珠禅宗各派の数珠 真宗の数珠 浄土宗の数珠 真言宗の数珠日蓮宗の数珠

お焼香の回数は何回？
お焼香の直前に、ふとした疑問を抱くことは多いかもしれません。
ちなみに、宗派別のお焼香の作法は下記の通りです。



□ 葬儀のマナー Ｐ．３ □ 葬儀のマナー Ｐ．４

【ワンポイントアドバイス 】

お香典、お供物の作法について

　仏式では表書は御香典、御香料、御霊前などと書きます。
　神式では御玉串料、御霊前などと書きます。
　キリスト教では、御花料、御霊前などと書きます。
　カトリックの場合、御ミサ料と書きます。

　正式には中包をしたうえ、さらに上包をします。金額は中包に書くのが普通です。上包だけ
の場合には裏側に書きます。
　お淋し見舞は通常お通夜までにお持ちになるのが普通です。（線香、菓子など）

 Ｑ. 連名の場合はどうすればいいの？

 Ａ．連名で書く場合は３人ぐらいまでにし、それ以上になる場合は、代表者の名前を書き、「外一
同」「外庶務課一同」として、香典をともにした人の名前と住所は便せんに一覧して書き、中に入
れておきます。

 Ｑ．香典袋のたたみ方は、どっちが上？

 Ａ．香典袋をたたむときは、先に下をたたみ、次に上をたたみます。たたみ口が下を向くようにす
るのが葬儀、たたみ口が上を向くのが婚礼と覚えると良いでしょう。

  Ｑ．香典袋の表書きのマナーは？

 Ａ．表書きは墨文字でフルネームを楷書で書きます。裏には、住所金額を書きますが筆に慣れてい
ない場合は黒ペンでも良いでしょう。名前だけでは、遺族に関係がわかりにくい場合、「○○大学
同期生」などの肩書きを明記しておくとよいでしょう。

◎ 名刺は左下角を折る◎袱紗の包み方 ◎ 自分の名前を相手に側に向
けて

神式葬儀

　神式葬儀は仏式葬と相互に影響しあって似た所も少なくありませんが、神式葬は、正式には
神葬祭といい、故人の霊が家の守護神、氏神として祭られることが大きな違いです。
　お悔やみに行った時の心得は仏式と変わりませんが、あいさつで「成仏」「供養」などと
いった仏式の用語は使わないようにします。仏式の焼香にあたるものが玉串奉奠です。

キリスト教式葬儀

　キリスト教はカトリック(旧教)とプロテスタント(新教)にわかれます。カトリックでは教会
の教養と儀式を重んじますが、プロテスタントは聖書と個人の信仰を重んじます。
　キリスト教の葬儀はほとんど教会で行います。葬儀には最初から出席できるようにします。
葬儀では式場の空気を乱さないように個人の冥福を祈ります。

無宗教式葬儀

　無宗教葬とは、宗教による儀式を伴わない葬式です。故人の意思、あるいは主催する人たち
の企画で自由に内容を決められます。故人の生前の業績、性格、好みを生かした式となるよう
にします。香典は「御霊前」「御花料」とします。

 Ｑ．神式のお葬式って初めてなんです。
 
 Ａ．神式の場合焼香ではなく玉串拝礼を行います。玉串は受け取ってから１回転させて「玉串案」
の上に置きますが、常に両手で支え、玉串を水平に保つようにします。

(1)  まず、玉串を受け取りますが、このとき、枝の根元を右手で上からつまみ、葉先の方を左手に受けるようにして押し戴きます。
(2)  そのまま祭壇の「玉串案」の前に進み、深く一礼します。
(3)  右手を手前に左手を伸ばし、玉串の葉先を時計の針が回る方向に90度回転させて祈念を込めます。
(4)  さらに根元を手前に引き寄せ、左手に持ち替えて根元が上になるように半回転させてから「玉串案」の上に置きます。

①回し焼香(例)・②葬儀／焼香(例)

①１．遺族に一礼 ２．香炉を正面に置く ３．遺影に向かって一礼 ４．香をつまみ、1～3回焚く ５．祭壇に合掌 ６．遺族に一礼 ７．香炉を回す
②１．遺族に一礼 ２．焼香台の手前まで進み、遺影に一礼 ３．焼香 ４．合掌して数歩下がる ５．遺族に一礼、席に戻る



□ 臨終 Ｐ．５ □ 死亡届 Ｐ．６

末期の水(仏式)

　医師より「臨終です｡」と告げられた時に、死者に与えるのが末期の水です。末期の水は「死
の水」ともいって、もともとは逝く人の口に含まれるこの世で最後に水という意味の仏教の儀
式でしたが、最近では死の直後に行われるようになりました。
　新しい割り箸の先にガーゼまたは脱脂綿等を巻き、白い糸でくくりつけ、湯呑み茶碗の水に
浸して、死者の唇から口中を潤します。末期の水は、故人との血のつながりの濃い肉親順に行
います。

遺体の処置（自宅で亡くなった時）

　シーツなどは清潔なものに取り替え、敷き布団は１枚にします。掛け布団も軽くてかさばら
ないものを用意します。そして湯灌の後で死化粧をします。これらは葬儀社の担当員が遺族に
替って処置を行いますのでご相談下さい。

遺体の処置（病院で亡くなった時）

　医師より臨終を伝えられると、そのあと看護婦さんによって遺体の処置がなされますので、
新しい物か、洗濯をすませた着衣の用意をしておきます。
　遺体の処置は約３０分程かかります。居合わせなかった近親者や知らせる人への連絡をこの
間にすませます。

葬儀の依頼

　臨終後、葬儀社に連絡します。病院で亡くなられた場合は、葬儀社へ連絡して下さい。病院
から自宅へ霊柩寝台車でお送りします。枕飾り（白木机、ローソク立、線香立、樒立、抹香な
ど）、ドライアイスを持参し、仮通夜の準備を致します。その後葬儀の相談、打ち合せを致し
ます。

医療費の支払い

　医療費の支払いは、つい取り込みにまぎれて忘れがちになりますから、死亡診断書をもらい
に行くときに支払うようにし、遅くとも葬儀の翌日には、済ませる様にします。

寺院等への連絡

　寺院、神社、教会に葬儀、告別式の予定を告げ、先方の都合をたずねたうえで、正式な時間
を決めます。その他、枕経や枕づとめ、通夜の時間も決め、依頼を済ませておきます。
　式場を寺院に借りる場合は前日又は当日の朝「借用料」を支払っておきます。

死亡届

　死亡届の用紙は、市区町村役場の戸籍課や病院、葬儀社にも用意してあります。死亡届は死
亡診断書もしくは死体検案書と一枚になっています。医師により死亡診断書を受け取り、死亡
届けに記入して届け出ます。
　火葬（埋葬）許可証は、死亡届と死亡診断書を添えて、申請すると交付されます。葬儀社の
担当員が代行も致しますのでご相談下さい。

天台宗 臨済宗・曹洞宗 浄土宗 浄土真宗本願寺派 真言宗 真宗大谷派 日蓮宗 日蓮宗祈願  （祈るとき）真宗大谷派  ２輪の場合



□ 通夜、葬儀の準備 ・ お悔やみの挨拶 Ｐ．７ □ 通夜、葬儀の準備 Ｐ．８

遺体の安置

　遺体は、自宅で亡くなった場合も、病院から自宅に移した場合でも同じですが、北枕にして
寝かせ、手を胸の上で合掌させます。北枕にならない時は、西方を枕にします。神式の場合
は、かつては東枕が一般的でしたが、現在では北枕にする場合もあります。キリスト教では特
に定めはありませんが、北枕にすることが多いようです。

寺院等への謝礼

　寺院、神社などへの謝礼は、宗教、宗派によって違いますし、葬儀の規模などによっても違
いますから、直接たずねるのもよいでしょう。また謝礼は、すべてがすんでからでも良いとさ
れますが、そのときは「取り込んでおりますので、お礼は一括して後でさせていただきま
す。」と告げておきます。
　寺院への謝礼は、白封筒の表側上部に御布施と書き、表側下に個人葬であれば○○家、また
は喪主の名前を、社葬であれば会社名を書き入れ、裏側に金額を書いて出します。
　神道での謝礼は御祭礼料と書きます。またキリスト教での謝礼は御礼と書くのが良いでしょ
う。

世話役の依頼

　葬儀を執り行うにあたり、遺族だけですべてを取り仕切ることはできません。親戚、友人、
隣組、職場の方などに世話役をお願いします。まず、世話役代表を決めて、その方に各世話役
の割振りや依頼を委せます。また世話役代表の補佐として親戚から１～２名選ぶのが良いで
しょう。

●世話役代表(総務係)・・各係りの動きが円滑にゆくためにも、要となる人です。
　　　　　　　　　　　　親族あるいは、お手伝いくださる中で主になる人を選びます。

●会計係・・・・・・・・葬儀に関する現金の一切、香典の管理から現金の出納、清算までを
　　　　　　　　　　　　とりしきます。当座の費用として１０～１５万円預ると良いでしょう。

●受付係・・・・・・・・町内又は会社の方にお願いしますが、会葬者が多いと思われる場合は
　　　　　　　　　　　　各関係別に受付を作ると良いでしょう。受付係は、通夜を含め、会葬者
　　　　　　　　　　　　名簿、香典、供物などの受付を一切引き受けます。

●携帯品係・・・・・・・弔問客、会葬者が控室、式場へ入る前に携帯品を預る係です。

●会場係・・・・・・・・式場の順路を明示したり、家の掃除、片付けをしていただく係です。
　　　　　　　　　　　　（葬儀社がお手伝いします）

●接待係・・・・・・・・僧侶、葬儀参列者を控室へ案内し、湯茶、食事の接待をします。
　　　　　　　　　　　　又、式の始まる前には、式場へ案内します。

●供養係・・・・・・・・会葬礼状や、粗供養品を渡す係です。

●交通係・・・・・・・・火葬場に向う随伴車の手配、駐車場の確保、管理などを行います。
　　　　　　　　　　　　葬儀の規模によって、係の人数の調整をします。小規模の場合には、
　　　　　　　　　　　　兼務することもできます。

死亡通知

　危篤や死亡直後の通知は、たとえ目上の人に対しても電話連絡でかまいません。死亡直後の
知らせは家族が親族全体にしなくとも近親者から必要な親族にするのがならわしです。そのほ
か、死亡通知をしなくてはならないのは勤務先、学校、仕事の関係先、関係団体、隣近所など
です。特に隣近所への通知は早く行います。広く知らせる時は、新聞に死亡広告を出します。

お悔やみの挨拶

　お悔やみの挨拶は、平凡でありきたりのもののほうがよいでしょう。余計なことを言うと、
かえって差し障りができてしまうことも考えられるので、短くすませましょう。病状などをく
どくど聞くのは失礼です。また、「なお・また・再び」のような忌み言葉と、「度々・重ね重
ね」のような重ね言葉は避けるべきだと言われています。

【お悔やみの言葉例】
『この度は思いがけないお知らせをいただきました。ご家族の皆様はさぞかしご無念のことで
ございましょう。お察し申し上げます。私にできますことがありましたら何でもお手伝いいた
しますので、何なりとお申し付けください。』

『この度は誠にご愁傷さまでございます。突然のことでさぞやお力を落とされていることと存
じます。』
『突然のことでお慰めの言葉もございません。心よりご回復を祈っておりましたのに、本当に
残念でなりません。』
『この度は誠に残念なことになりまして、心からお悔やみ申し上げご冥福をお祈りいたしま
す』。

◆忌み言葉（禁句）
例１　重ね言葉　・重ね重ね　・またまた　・たびたび　・返す返すも　・再三など
例２　仏式葬儀での忌み言葉　・浮かばれない　・迷うなど
例３　仏式葬儀ではよく使われるが、他の宗教では注意が必要な言葉
　　　・成仏してください　・供養
※さらに、仏式でも浄土真宗では「冥福」「霊前」などの言葉は使いません。




